
’

に
悪
末
の
字
を
當
て
、
あ
る
Q
末
の
字
が
寓
舞
叉
は
そ
れ

に
近
き
、
団
翁
の
一
音
を
表
は
し
、
末
羅
に
て
バ
ス
ラ
の
一
音
を

表
は
し
得
る
筈
で
あ
る
。

　
　
　
柴
　
　
　
恭
　
　
　
恭
　
　
　
輪
　
　
　
崇

ヒ
川
ト
及
び
ロ
ッ
ク
ヒ
〃
の
『
弁
韓
志
』
に
就
い
て
は
ペ
ソ

ヨ
が
可
な
り
綿
密
な
批
評
を
加
へ
て
、
千
九
百
十
二
年
の

『
通
報
』
に
載
せ
て
あ
っ
て
、
参
考
す
べ
き
所
が
多
い
。

吾
が
輩
は
成
る
べ
く
ペ
リ
ヨ
の
言
及
し
て
居
ら
ぬ
黙
に
就

い
て
批
評
し
π
積
り
で
あ
る
。
（
三
月
七
日
）

河
勘
文
心
の
『
新
元
史

文
學
博
士
　
桑

帖
木
兄
傳
』

二
院
　
藏

岡
　
清
朝
の
減
衰
は
元
史
の
研
鎭
に
身
を
委
ね
論
人
が
多

い
。
こ
れ
に
は
種
々
の
原
因
が
あ
る
。

（
一
）
清
朝
は
塞
外
か
ら
起
つ
陀
關
係
上
、
上
夷
の
綴
別
を

認
め
訟
。
清
朝
に
人
こ
な
つ
元
二
者
ほ
、
明
時
代
の
學
者

　
　
　
第
一
巻
　
　
批
　
詳
　
　
河
勧
恣
の
「
薪
元
史
帖
米
見
臨
」

の
如
く
、
遼
、
金
、
元
の
三
代
を
蛍
雪
こ
し
て
、
極
端
に

排
斥
せ
ぬ
。
元
の
雄
圃
に
毒
し
て
も
、
十
分
の
同
情
を
有

っ
て
居
る
。

（
二
）
内
外
蒙
古
、
天
山
南
北
爾
路
等
の
塞
外
の
地
は
畢
げ

て
清
朝
の
押
湯
に
難
し
泥
結
果
、
こ
の
方
面
の
地
理
古
蹟

等
が
明
瞭
に
な
り
、
元
史
研
鎭
の
便
宜
を
得
る
こ
ご
が
多

い
。（
三
）
考
讃
學
こ
い
ふ
結
…
緻
な
追
風
が
開
け
る
ご
共
に
、
學

潜
の
問
に
、
歴
代
正
史
中
尤
も
粗
策
こ
の
評
を
受
け
た
『

元
町
』
を
完
備
せ
ん
ε
す
る
志
望
を
生
じ
て
來
π
○

（
四
）
近
年
に
な
っ
て
、
西
洋
や
日
本
に
於
け
る
蒙
古
史
研

究
の
盛
な
る
こ
ご
が
、
勘
か
ら
す
支
那
の
學
者
に
刺
戟
を

與
へ
、
西
洋
や
日
本
の
學
者
か
ら
得
だ
材
料
を
利
用
し
て

元
史
の
映
隔
を
満
す
こ
ご
、
な
っ
た
。

此
等
が
支
那
に
於
て
、
扇
情
の
研
究
の
盛
、
Σ
な
っ
た
重
な

る
原
因
で
あ
ら
う
。
兎
に
角
善
感
研
究
の
開
腹
こ
も
い
ふ

べ
き
銭
大
所
以
來
、
元
史
研
究
に
手
を
着
け
た
學
渚
が
中

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
四
一
　
（
三
三
晶
）



　
　
　
第
一
巻
　
　
批
　
評
　
　
祠
勧
悉
の
「
無
元
史
帖
木
見
鰹
」

々
多
い
Q
『
元
史
謬
文
謹
補
』
の
著
者
こ
し
て
盛
名
あ
る
洪

鈎
は
夙
に
世
を
去
っ
て
も
、
今
猫
ほ
『
蒙
古
源
流
』
の
穿
婁

に
没
頭
し
て
居
る
離
籍
植
が
あ
る
。
『
蒙
兀
児
更
記
』
の
著

者
の
屠
寄
も
居
る
。
祠
戯
書
も
亦
支
那
に
現
存
す
る
元
皮

研
究
者
の
一
入
で
あ
る
○

二
　
河
勧
恣
は
山
東
膠
州
の
入
で
、
嘗
て
京
師
大
學
堂
の

維
科
情
緒
長
の
任
に
在
つ
把
か
ご
記
憶
す
る
。
ま
π
國
史

館
纂
修
の
職
に
就
い
た
こ
ご
も
あ
る
G
支
那
で
は
鈴
々
π

る
短
期
の
一
入
ご
認
め
ね
ば
な
ら
諏
。
先
年
洪
鈎
の
『
元

吏
課
交
書
補
』
の
敏
を
補
ふ
目
的
で
『
蓋
置
圖
補
傳
』
を
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
う
　
グ
　
　
　
お
へ

は
し
陀
。
蓋
喀
圖
ご
は
旭
烈
兀
の
孫
の
ガ
イ
カ
ト
Ω
盆
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
ル
　
カ
ン

｝臼

早
ｺ
の
こ
ご
で
、
第
五
代
の
伊
三
士
で
あ
る
。
ま
π
『
新

元
皮
』
の
著
作
に
從
ひ
、
既
に
太
組
、
太
宗
、
定
宗
ゐ
憲

宗
四
代
の
本
紀
を
公
に
し
π
。
こ
の
『
新
元
吏
盤
木
絶
戸
』

も
、
そ
の
名
の
示
す
如
く
、
『
新
元
史
』
の
一
部
で
あ
る
。

『
新
元
史
帖
木
兇
傳
』
は
僅
々
九
枚
に
、
亜
細
亜
征
服
者
ご

　
　
　
　
　
　
チ
　
ム
ご
ル

し
て
名
高
い
、
帖
木
樋
月
曜
彰
ξ
の
傳
を
記
し
た
も
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
一
四
二
　
（
三
一
ご
二
）
．

そ
の
間
に
何
等
の
難
事
實
を
も
認
め
難
い
Q
太
租
、
太
宗

等
の
本
紀
に
は
皆
考
量
を
附
録
し
、
那
珂
博
士
の
『
成
吉

思
姦
濫
録
』
、
　
洪
鈎
⑳
『
元
史
謬
文
讃
補
』
を
始
め
、
諸
書

を
引
用
し
て
、
異
同
を
繋
げ
、
根
擦
を
示
し
て
あ
る
か
ら

學
者
の
墾
考
に
も
供
し
得
る
が
、
こ
の
帖
木
兇
傳
に
限
っ

て
、
そ
の
考
謹
す
ら
省
い
て
あ
る
。
外
國
の
書
籍
を
利
用

出
來
ぬ
支
那
人
に
は
、
多
少
の
稗
盆
を
與
へ
得
る
が
、
一

般
の
學
界
に
は
徐
り
貢
献
す
る
班
が
な
い
。
從
っ
て
特
に

本
欄
に
牧
め
て
批
評
を
撫
へ
る
程
の
債
値
を
認
ぬ
が
、
新

篇
の
史
籍
で
あ
る
か
ら
、
紹
介
労
こ
》
に
馨
評
を
試
み
る

こ
ご
に
し
だ
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ヤ
ガ
　
ダ
ィ
カ
ソ

三
　
（
一
）
西
暦
千
三
百
六
十
年
の
頃
、
西
察
合
台
汗
國
に

内
議
の
起
つ
π
の
を
好
機
こ
し
て
、
康
察
合
出
演
國
の
圭

な
る
ツ
グ
ル
ク
“
チ
ム
ー
ル
日
¢
σ
q
げ
ど
搾
門
一
門
ド
鍵
が
、
西

察
合
台
汗
國
征
服
の
爲
め
出
兵
し
聖
帝
實
を
記
し
槌
。

　
　
ト
グ
み
ク
チ
ム
　
ル
カ
ン

　
　
徳
克
爾
克
齊
穆
爾
汗
率
レ
師
巌
巌

．
｝
の
る
が
、
徳
克
爾
克
齊
穆
爾
の
こ
ご
は
、
こ
の
以
前
に



本
書
に
一
字
隻
句
も
書
い
て
な
い
。
何
者
で
何
慮
か
ら
出

て
來
π
の
か
一
切
不
明
で
、
記
事
誠
に
唐
突
の
嫌
が
あ
る
。

是
非
そ
の
前
に
東
西
察
合
爵
汗
國
の
關
係
を
述
べ
、
又
彼

が
察
合
台
の
後
王
で
あ
る
こ
ご
も
一
言
し
て
概
か
ね
ば
な

ら
漁
。
寒
援
の
二
字
は
謡
講
の
事
實
に
適
せ
ぬ
様
で
あ
る
。

（
こ
）
ツ
グ
ル
ク
“
チ
ム
ー
ル
が
西
察
合
台
汗
國
を
征
服
し

泥
後
の
事
情
を
記
し
て
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
イ
リ
ア
ス
ホ
　
シ
ヤ
　
　
イ
リ
ア
ス

　
　
義
利
阿
魂
呼
憂
之
子
、
義
利
亜
斯
與
二
帖
木
兇
一
難
レ
協

ご
あ
る
の
も
無
論
間
違
っ
て
居
る
。
ツ
グ
ル
ク
”
チ
ム
ー

〆
の
子
が
イ
ツ
ァ
ス
鎚
ク
ヲ
ジ
や
聾
…
ρ
・
。
冬
H
〆
く
広
量
で
、

帖
木
兇
ご
不
和
を
醸
も
把
の
は
こ
の
入
で
あ
る
。
桐
働
恣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
リ
　
ア
　
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　

r
に
据
る
ご
、
ツ
グ
ル
ク
膨
チ
ム
ー
ル
の
子
が
義
利
阿
斯
赫

ジ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ィ
リ
　
ア
　
ス

憂
で
、
更
に
そ
．
の
干
の
義
利
亜
斯
こ
い
ふ
者
が
帖
木
兇
ご

不
和
を
生
じ
π
こ
ご
こ
な
っ
て
、
頗
る
業
際
ご
相
違
し
て

居
る
○
第
一
ツ
グ
ル
ク
陛
チ
ム
三
川
の
孫
に
義
利
亜
斯
こ

い
ふ
人
が
あ
っ
た
こ
こ
か
ら
疑
は
し
い
。
何
勧
恣
は
一
入

の
イ
リ
ァ
ス
巨
ク
ワ
ジ
ヤ
を
父
の
蓑
利
点
斯
赫
憂
ご
、
子

　
　
　
第
一
巻
　
　
批
　
評
　
　
粗
勧
恣
の
「
無
元
史
帖
木
見
簿
」

の
義
利
阿
斯
ご
に
分
け
把
様
に
思
は
れ
る
。
果
し
て
然
り

こ
せ
ば
、
誠
に
沙
汰
の
限
り
で
あ
る
o

Q
二
）
帖
木
見
が
波
斯
を
伐
っ
て
、
バ
グ
ダ
ー
ド
隷
書
孟
a

へ
入
ク
π
時
の
こ
ε
を
記
し
て
、

　
　
巴
聞
達
爲
二
天
方
敷
租
國
℃
至
レ
是
三
極
二
瀬
古
人
二
一
レ

　
　
購
○

ご
あ
る
が
、
．
バ
グ
ダ
ー
ド
は
天
然
敏
即
ち
イ
ス
ラ
ム
敷
の

聖
油
ご
は
い
へ
鍛
。
割
譲
こ
い
へ
ば
メ
ッ
カ
寓
。
8
ρ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ヅ
カ

あ
ら
う
。
雨
冠
『
明
史
』
に
は
天
方
の
一
名
を
獣
面
こ
し
て

あ
る
。
バ
グ
ダ
ー
ド
は
ア
ッ
メ
ス
諺
σ
σ
霧
王
朝
時
代
に
イ

ス
ラ
ム
命
毛
の
首
都
で
は
あ
つ
セ
が
、
帖
木
画
の
時
代
に

　
　
カ
　
リ
　
フ
ア

は
、
吟
利
登
（
イ
ス
ラ
ム
激
甚
）
は
埃
及
に
移
っ
て
、
バ
グ

ダ
ー
ド
は
ヂ
ャ
ラ
ー
イ
リ
ド
　
U
雪
目
酬
三
山
　
王
家
の
手
に

在
つ
仁
の
で
あ
る
。
至
レ
是
三
号
二
蒙
古
人
所
；
踊
ご
あ
る

め
も
記
事
唐
突
で
且
つ
間
蓮
っ
て
居
る
。
バ
グ
ダ
ー
ド
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
ラ
　
グ

西
暦
千
二
百
五
十
八
年
に
豪
古
の
旭
茶
話
に
陥
ら
れ
、
西

暦
千
三
百
九
十
二
年
（
回
暦
七
九
五
）
ご
千
四
百
一
年
の
爾

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
．
　
一
四
三
（
三
三
三
）

●



　
　
　
第
一
巻
　
　
批
　
評
　
　
桐
勧
恣
の
「
新
元
史
帳
木
見
傳
」

度
吊
木
児
に
取
ら
れ
元
〇
三
爲
二
髪
古
入
所
一
レ
購
．
こ
は
事
實

こ
し
て
も
、
桐
勘
恣
の
記
事
は
鰹
木
兜
の
第
一
圃
の
バ
グ

ダ
ー
ド
攻
隔
の
こ
ご
即
ち
西
暦
千
三
百
九
十
二
年
の
こ
ご

を
述
べ
わ
匹
の
で
あ
る
か
ら
、
至
レ
是
三
塁
二
業
古
人
所
噌
レ
麟

ご
は
い
へ
沁
ρ
最
後
に
バ
グ
ダ
ー
1
3
を
照
れ
た
の
は
そ
の

後
の
出
來
事
で
あ
る
Q

（
四
）
六
木
児
の
印
度
征
伐
の
記
事
に

　
　
デ
し
り
　
　
　
　

ト
グ
ラ
ク
　

サ
む
タ
ソ

　
　
鐵
利
城
者
Q
印
度
三
児
拉
克
王
○
斯
爾
坦
聡
穆
士
之
都

　
　
城
也
。

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
あ
る
杜
見
拉
克
は
杜
克
拉
克
の
説
で
あ
ら
う
Q
然
ら
す

ぱ
さ
グ
ラ
ク
日
。
α
q
三
巴
く
（
円
⊆
足
回
爵
）
の
一
音
を
表
は
す
に
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
分
で
あ
る
Q
ま
把
罵
穆
士
は
勿
論
聡
心
土
の
誤
で
、
マ

ー
ム
ー
ド
竃
撃
墜
a
の
暑
を
表
は
し
把
も
の
ざ
見
ね
ば

な
ら
ぬ
が
、
蓮
篇
悉
く
礪
穆
士
ご
誤
っ
て
居
る
の
は
、
不

注
意
千
萬
こ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ユ
チ

（
五
）
蒙
古
三
大
汗
國
○
帖
木
見
滅
二
其
二
ゆ
惟
乖
赤
紐
後
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
ル
　
カ
ン
　
　
　
　
タ
や

僅
有
二
存
者
一
ご
あ
る
、
其
二
ご
は
無
論
、
伊
児
汗
國
ご
察

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
一
四
匹
　
（
三
三
四
）

ガ
　
タ
イ
カ
ン

合
台
汗
國
ご
を
指
し
把
も
の
で
あ
る
が
、
西
察
合
盛
汗
國

は
成
糧
帖
木
見
に
滅
ぼ
さ
れ
元
こ
し
て
も
、
東
察
合
台
汗

國
は
、
帖
木
星
の
主
権
を
こ
そ
認
め
陀
れ
、
決
し
て
滅
ぼ

さ
れ
把
の
で
は
な
い
○
帖
水
兜
の
死
後
も
、
依
然
東
察
倉

台
汗
國
は
悪
事
し
て
居
る
。

（
六
）
帖
丞
兇
の
死
後
、
そ
の
位
を
承
け
た
の
は
、
孫
の
ビ

ル
旺
ム
ハ
メ
ツ
ド
一
、
腎
寓
⊆
ぎ
鐸
。
ユ
で
あ
る
○
合
肥
恣
が

こ
の
事
實
を

　
　
　
　
ほ
　
　
　
　
　

　
ピ
ル
ム
ハ
メ
ヅ
ド

　
　
〔
帖
木
兇
〕
潰
…
命
以
二
其
子
卑
爾
摩
暗
馬
徳
㌦
爲
劉
嗣

ご
記
し
て
あ
る
の
は
間
違
っ
て
居
る
。
『
明
史
』
に
は
其
〔

帖
木
免
〕
孫
喰
里
嗣
ご
あ
る
の
が
即
ち
ピ
ル
”
ム
ハ
メ
ツ

ド
の
こ
ご
で
、
野
里
は
或
は
ビ
ル
を
説
つ
た
も
の
か
も
知

れ
ぬ
。
ピ
〃
1
ー
ム
ハ
メ
ッ
ド
は
帖
木
兇
の
長
子
ジ
ヤ
ハ
ン

管
笛
脂
夢
葺
旨
の
子
で
、
即
ち
帖
木
見
の
嫡
孫
で
あ
る
ジ

ヤ
ハ
ソ
ギ
川
の
弟
に
有
名
な
シ
ヤ
“
ル
ソ
ク
ω
ぎ
プ
葬
二
（

が
あ
る
○
ヘ
ラ
ー
ト
寓
重
心
地
方
を
領
し
た
。
『
明
史
』
に

　
　
ザ
　
　
マ
　
ル
　
ヵ
げ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ラ
ロ
ト
　
　
　
　
シ
や
ぼ
　
　
ル
ク

　
　
撒
馬
冗
筆
酋
、
廿
里
者
、
疇
烈
酋
〔
手
合
魯
〕
兄
子
也



ご
あ
る
の
が
、
よ
く
事
實
を
得
て
居
る
。

（
七
）
何
勘
恣
は
外
國
の
固
有
名
詞
に
野
し
て
、
任
意
に
漢

字
を
當
て
、
、
支
那
交
献
上
慣
用
さ
れ
て
居
る
字
面
は
絵

り
使
用
せ
ぬ
Q
例
へ
ば
鰹
木
兜
の
産
地
は
誰
人
も
知
る
如

く
、
ケ
シ
ユ
困
。
ω
ゲ
で
あ
る
。
元
代
の
『
西
湘
記
』
に
は
耳

石
の
学
を
當
て
、
『
明
史
』
に
は
渇
石
の
字
を
用
ひ
て
あ
る
。

何
勧
恣
は
蟻
壁
戌
の
字
を
當
て
、
居
る
が
、
基
杜
戊
の
暑

は
百
石
や
爾
石
に
比
し
て
、
遙
に
ケ
シ
ユ
の
音
に
適
合
せ

ぬ
○
バ
グ
ダ
ー
ド
に
巴
克
達
の
字
を
當
て
、
オ
ト
ラ
ル

P
触
鍵
に
窩
徳
拉
爾
の
字
を
當
て
元
の
は
毫
も
不
都
合
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
グ
ダ
け
ド
セ
ト
ラ
ル

い
が
、
元
代
に
慣
用
し
π
八
三
打
や
斡
股
羅
見
を
用
ひ
て

も
よ
い
。
罰
注
に
で
も
書
き
添
へ
て
鴛
く
な
ら
用
意
一
暦

周
到
ご
思
ふ
。

（
八
）
帖
木
見
は
殺
伐
な
征
服
者
で
は
あ
る
が
、
一
面
頗
る

交
雅
な
所
も
あ
る
。
地
理
や
歴
史
に
大
な
る
上
篇
を
有
し

蒙
古
、
士
耳
古
、
波
斯
の
言
語
に
通
じ
て
居
っ
把
。
ま
把

手
筆
の
嗜
も
あ
っ
て
、
彼
自
身
の
自
叙
傳
を
も
後
世
に
遽

　
　
　
第
一
巻
　
　
批
　
評
　
　
「
朝
鮮
古
麟
圃
譜
」

し
て
居
る
り
彼
の
建
て
π
制
度
文
物
に
下
る
べ
き
も
の
が

頗
る
多
い
○
學
者
や
美
術
家
に
劃
し
て
は
相
當
の
保
護
を

與
へ
て
居
る
。
古
木
児
の
建
て
だ
所
謂
塗
木
覧
王
家
8
㍗

導
⊆
ユ
9
ω
時
代
は
、
中
央
亜
細
亜
の
文
化
史
上
、
尤
も
重

要
な
一
時
期
ご
認
め
ら
れ
て
居
る
。
綱
働
悪
が
折
角
帖
木

見
を
傳
し
な
が
ら
、
こ
の
文
明
的
方
面
に
、
一
言
隻
句
も

背
き
及
ん
で
な
い
の
は
遺
憾
千
萬
こ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
月
七
日
）

　　

@『
ｩ
鮮
古
蹟
墨
譜
』
（
駐
鮮
総
要
望
刊
行
）

　
　
　
　
　
　
丈
一
士
　
今
西
　
　
　
龍

　
遣
物
遺
蹟
は
實
に
國
家
が
所
有
す
る
名
轡
あ
る
富
な
り

貯
蓄
な
り
、
其
起
揚
ご
保
存
ご
を
計
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る

こ
ざ
論
な
し
。
而
し
て
朝
鮮
豊
島
に
於
け
る
遺
物
遣
蹟
は

之
を
學
藝
の
方
面
よ
り
隠
る
も
、
軍
に
朝
鮮
の
藝
術
文
化

を
説
明
す
る
の
み
な
ら
す
、
日
本
支
那
の
そ
れ
を
説
薄
し

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
四
五
　
（
三
三
五
）


